
 

 

 

 

 

 

 

 
         １０月に開催する４２年ぶりの栃木国体にて、下野市ではデモンスト 

レーションスポーツとして「キンボールスポーツ」を開催します。 
キンボールスポーツは、年齢に関わらず多くの方が気軽に楽し 

           むことができるニュースポーツの一つで、当市では平成２３年の 
第２４回全国スポレク祭の競技種目に採用されたことをきっかけに、その後、交流大会や月 
に一度の練習会の開催、市内小・中・義務教育学校への用具配布や出前事業など様々な普及 
活動に取り組んでまいりました。 

世代間の壁を超えた人と人とのふれあいは、新しい発見に満ち溢れ、人生をより豊かなも 
のに変えていきます。下野市では、今後も人々の交流の輪と場の創出を目標に、キンボール 
スポーツの普及を核とした生涯スポーツの推進に力を注いでまいります。 

 
 
   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

＊ホームページでも情報発信中！ 
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下野市 

スポーツで繋ぐ世代間の絆 

「家庭教育学級でつながろう」野木町立野木小学校 
７月８日（金）に、令和４

年度家庭教育学級の開級式
及び第１回「講話『虫歯予防
について』」が行われました。
新型コロナウイルス感染症
の影響で３年ぶりの開催で 
す。１～３年の保護者 12 名が参加しました。皆さ
ん、最初は少し緊張した様子でしたが、アイスブレイ
クで「マイブーム」について話し合うと、和やかな雰
囲気になりました。学校歯科医の上原信録先生によ
る講話では、「混合歯列期に大切なこと」を教えてい
ただき、真剣な表情で話を聞いたり質問をしたりす
る姿が見られました。「改めて、気を引き締めて親子
で歯磨きに取り組みたい」「歯磨きの時間を一つの家 

族タイムとして見直してい
きたい」等の感想も聞かれ、
大変有意義な時間となりま
した。第２回は、体験活動
を予定しています。次回も
保護者同士がつながるすて
きな時間になることを期待
しています。 

 

 

 7 月 1 日（金）小山市立文化センター小ホールを
会場に、下都賀地区 PTA 指導者研修Ⅰを開催しま
した。今年度も昨年度同様、対象を限定し、令和３、
４年度の下都賀地区 PTA 連絡会役員の方々を中心
に『PTA 活動の意義・指導者の役割とは』をテーマ
に、PTA 活動の目的や、PTA 指導者として何がで
きるのかを確認しました。グループ協議では、活発
な意見交換が行われました。       

［参加者の感想］ 

・子どもたちにできることを一 
 番に考え、教育活動をサポート 
 していきたい。 

                ・PTA 活動の意義や大切さなど 
を周囲に伝えていきながら、
楽しく仲 間意識をもって活

動していきたい。 
・地域で子どもを育てるために、 
  その環境づくりに貢献してい 

 きたい。  

          

ふ . る . る ＭｉｂｕＪＬＣ 学童訪問で大活躍！ 壬生町 
壬生町では、中学生や青少年 

が地域のために活躍する場があ 
ります。JLC（ジュニアリーダ 
ースクラブ）もその活動の一つ 
です。コロナ禍でもできること 
があるはずと、今年は初の試 
み！学童訪問を企画しました。 
理由は、普段は放課後のみの学童クラブですが、夏
休み中は朝から夕方までなので、子どもたちは刺激
を求めている、そして何よりも少しの時間だけでも
学童の先生方の手助けができるだろうと考えたから
です。実際に壬生町にある学童クラブにて、「紙コッ
プけん玉の工作」と「宝探し・おはなし迷路」を行っ 

てきました。学童の先生方から
「助かる！また来年もお願い
します！」、児童からは「けん玉
を作るのが楽しかった。また来
てね。」など、温かく声をかけて
いただきました。こうした交流
がさらに JLC の活動を成長さ
せてくれるのです。 

 

「自然の家での出会い」太平少年自然の家 
太平少年自然の家では４月に 

主催事業「わくわくハッピーピ 
ザ作り」を開催しました。ピザ 
作りを通して親子がふれあい、 
今年もたくさんの笑顔が見られ 
ました。参加者からは、「家では 
できない体験ができてよかった」 
「また、機会があったら別の事業にも参加してみた
い」という声が聞かれ大盛況でした。７月の主催事業
「どきどきキャンプ」は残念ながら中止となりました
が、今後も参加者が楽しめる事業を開催予定です。（詳
しくは本所のＨＰを御覧ください。 太平少年自然の
家は来年度（令和５年度）の３月をもって閉所となり 

ます。利用者の思い出がたくさん
詰まった本所も、残り１年半とな
ります。これからも自然の家での
出会いを大切にし、利用者の心に
残る体験活動になるよう取り組ん
でいきたいと思います。 


